
教育広報

＊千代田区の学校給食

主 ＊腸管出血性大腸菌0157への対応策

な ＊ようこそ！！ ウエストミンスター

記 市立学校生徒のみなさん

事 ＊小学校における国際理解教育
¢ 

＊学校行事ア・ラ・カルト (1学期）

第30号平成9年 7月15日発行
発行千代田区教育委員会

新緑の塩沢湖にて（軽井沢）

ウエストミンスターの仲間全員で軽

井沢に行くことができました。

すがすがしい高原の湖は、柔らかい

若葉で包まれていました。日本のこの

美しい自然を、私たちは決して忘れる

ことはないと思います。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。
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衛
生
に
配
慮
し
た
条
件
整
備
を
徹
底
し

ま
す

碧
町
小
学
校

昨
年
か
ら
の

0
1
5
7
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

児
童
や
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
大
切
で
す
。

先
日
、
児
童
の
放
送
委
員
会
活
動
と
し
て
、

「
給
食
室
の
一
日
」
と
い
う
ビ
デ
オ
撮
影
を
行

い
給
食
時
に
全
校
放
送
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保

護
者
に
は
、
授
業
参
観
日
に
講
堂
で
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
頃
子
供
と
接
す
る
機
会
の
少

な
い
調
理
師
た
ち
の
働
く
姿
や
衛
生
管
理
の
厳

し
い
給
食
室
の
様
子
を
理
解
し
て
い
た
だ
＜
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

九
段
小
学
校

五
月
に
、

一
年
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
親
子
で
楽

し
く
会
食
し
、
普
段
は
残
し
が
ち
な
野
菜
も
全

部
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
記

入
い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

食
中
毒
の
出
や
す
い
時
期
、
衛
生
に
注
意
し
な

が
ら
お
い
し
い
給
食
作
り
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

献
立
・
調
理
に
当
た
っ
て
、

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

▲安全第一の結食調理

飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
学
校
給
食
の
是
非
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

確
か
に
戦
後
の
食
糧
難
時
代
の
学
校
給
食
の
目
的
か
ら
大
き
く
変
化
し
、
現
在
で
は
児
童

•

生
徒
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
生
活
の
知
恵
を
培

う
と
い
う
こ
と
が
学
校
給
食
の
主
な
目
的
に
な
り
ま
し
た
。

千
代
田
区
で
は
、
学
校
調
理
方
式
を
採
用
し
、
温
か
く
、
美
味
し
い
、
手
作
り
の
給
食
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
献
立
、
栄
養
面
、
食
品
構
成
、
調
理
な
ど
に
は
き
め
細
か
い
配
慮
を
す
る
と
と

も
に
、
安
全
、
衛
生
面
に
も
十
分
留
意
し
、
事
故
防
止
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
給
食
を
実
施
し
て
い
る
各
学
校
の
栄
養
士
に
、
給
食
作
り
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

番
町
小
学
校

小
さ
い
子
も
大
き
い
子
も
、
児
童
み
ん
な
が

自
分
の
健
康
を
考
え
、
給
食
を
楽
し
み
な
が
ら

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

給
食
委
員
会
の
子
供
た
ち
も
掲
示
物
等
を
工

夫
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
残
さ

ず
食
べ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

富
士
見
小
学
校

転
入
児
童
の
多
い
本
校
で
は
、
転
入
当
日
で

も
み
ん
な
と
同
じ
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
児

童
に
は
、
除
去
食
等
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
日
も
一
年
生
の
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」

と
い
う
元
気
な
声
が
給
食
室
に
響
い
て
き
ま
す
。

お
茶
の
水
小
学
校

子
供
た
ち
の
給
食
に
対
す
る
素
直
な
声
を
聞

き
た
い
と
思
い
、
給
食
意
見
箱
を
置
い
て
い
ま

す
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
集
ま
り
ま
す
。
調
理

師
と
一
緒
に
読
み
な
が
ら
、
お
い
し
い
給
食
作

教
育
委
員
会
で
は
、
保
健
所
な
ど
と

の
連
絡
を
密
に
し
、
ま
た
、
食
材
に
関

わ
る
人
、
調
理
師
、
教
員
及
び
児
童
・

生
徒
並
び
に
保
護
者
の
方
々
な
ど
、
学

校
給
食
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
の
相

互
協
力
に
よ
り
、
健
康
で
安
全
な
学
校

給
食
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
学
校
給
食
従
事
者
の
健
康
状
態
は
毎
日
点
検

し
ま
す
。
検
便
も
月
二
回
実
施
し
ま
す
。

・
ニ
次
感
染
防
止
を
徹
底
し
ま
す
。
調
理
機
械

器
具
は
目
的
別
に
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
も
の
を
設

け
ま
す
。
ま
な
板
、
包
丁
等
は
、
作
業
中
、
熱

湯
な
ど
で
洗
浄
・
殺
菌
し
ま
す
。

・
調
理
従
事
者
用
水
道
水
栓
・
消
毒
器
具
を
設

け
て
、
手
指
の
洗
浄
・
消
詣
を
行
い
ま
す
。

次
の
点
に

•
生
野
菜
等
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
使
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

・
フ
ル
ー
ツ
類
は
洗
浄
し
や
す
い
も
の
、
皮
を

む
い
て
食
べ
る
も
の
、
缶
詰
に
限
定
し
ま
す
。

・
加
熱
調
理
す
る
と
き
は
、
中
心
温
度

7
5
。C

で
一
分
以
上
加
熱
し
ま
す
。
揚
げ
物
・
焼
き
物
・

炒
め
物
な
ど
野
菜
に
つ
い
て
も
加
熱
処
理
を
行

い
ま
す
。

・
調
理
室
で
の
「
あ
え
も
の
」
は
行
い
ま
せ
ん
。

り
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
「
給

食
楽
し
み
だ
な
ア
」
と
言
わ
れ
る
度
に
、

「給

食
11

楽
し
い
時
間
」
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
そ

の
心
を
盛
り
上
げ
る
給
食
の
演
出
を
し
た
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

千
代
田
小
学
校

本
校
で
は
年
に
五
＼
六
回
、
子
供
た
ち
の
祖

父
母
や
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
を
お
招
き
し
た

「
ふ
れ
あ
い
給
食
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

明
る
＜
和
や
か
な
会
食
が
大
好
評
で
、
「
米
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
か
ら
ね
ー
。
」
と
子
供

に
語
り
か
け
て
帰
ら
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
、
子
供
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

昌
平
小
学
校

本
校
の
給
食
担
当
者
は
、
毎
日
児
童
に
安
全

で
健
康
に
留
意
し
た
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

特
に
衛
生
面
で
の
対
応
を
考
え
、
厨
房
は
セ

ミ
ド
ラ
イ
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
陶
磁
器
の
食
器
を
使
い
、
児
童
が
楽

し
く
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
栄
養
士
・
調
理
師
・
給
食
主
任
が
よ

・
食
材
の
生
産
・
流
通
・
供
給
者
等
に
対
し
て

は
、
国
（
文
部
省
・
厚
生
省
）
や
都
衛
生
局
、

区
保
健
所
の
示
し
た
方
針
に
基
づ
き
、
厳
し
い

衛
生
管
理
の
方
針
を
た
て
、
安
全
な
食
材
の
確

保
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

保
存
食
の
確
保
を
し
ま
す

・
食
材
料
及
び
当
日
の
給
食
を
マ
イ
ナ
ス

2
0

。C
以
下
で
二
週
間
冷
凍
保
存
し
ま
す
。

・
飲
み
水
の
色
、
濁
り
、
に
お
い
、

塩
素
濃
度
を
確
認
し
ま
す
。

味
や
残
留

今
年
に
入
っ
て
全
国
で
す
で
に

3
0
0
名

を
超
え
る
腸
管
出
血
性
大
腸
苗
o
l
5
7
の

感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が

家
庭
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
次
の
よ
う
な
予
防
方
法
に
つ
い
て
皆
様

の
ご
家
庭
で
も
十
分
ご
留
意
下
さ
い
。

傘
流
水
と
石
け
ん
で
、
よ
く
手
を
洗
う

帰
宅
後
・
食
事
の
前
・
用
便
後
・
調
理
の

時
は
、
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

率
野
菜
等
は
流
水
で
十
分
に
洗
う

調
理
の
際
に
生
肉
、
生
魚
な
ど
を
切
っ
た

包
丁
、
ま
な
板
や
ボ
ウ
ル
、
ふ
き
ん
な
ど
は

よ
く
洗
い
、
家
庭
用
漂
白
剤
で
消
毒
し
た
り
、

熱
湯
を
通
す
な
ど
し
て
清
潔
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

傘
食
品
を
中
心
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る

加
熱
を
十
分
に
行
う
こ
と
で
、
も
し
、
食

中
毒
菌
が
い
た
と
し
て
も
殺
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
目
安
は
、
中
心
部
の
温
度
が

7
5
。C

で
、
一
分
間
以
上
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。

傘
調
理
し
た
食
品
は
す
ぐ
食
べ
る

温
か
い
も
の
（
目
安
は

6

5
。C
以
上
）

は
温
か
い
う
ち
に
、
冷
た
い
も
の
（
目
安
は

1

0
。C
以
下
）
は
冷
た
い
う
ち
に
食
べ
ま

し
ょ
う
。

調
理
前
の
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は
、
室

温
に
長
く
放
置
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
早
く

飲
料
水
の
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い

ま
す

施
設
等
の
掃
除
・
消
毒
な
ど
を
徹
底
し
ま
す

食
材
は
安
全
な
も
の
を
選
び
ま
す

(' 

▲食事の前に念入りな手洗い

冷
え
る
よ
う
浅
い
容
器
に
小
分
け
に
し
て
保

管
し
て
下
さ
い
。
温
度
の
目
安
は
、
冷
蔵
庫

が
1
0
。C
以
下
、
冷
凍
庫
が
マ
イ
ナ
ス

1
5

。C
以
下
で
す
。

傘
お
か
し
な
症
状
が
で
た
ら

家
庭
で
食
中
毒
が
発
生
す
る
と
、
風
邪
や

寝
冷
え
と
間
違
え
や
す
く
、
そ
の
た
め
に
適

切
な
処
置
が
遅
れ
て
重
症
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
激
し
い
腹
痛
や
下
痢
の
時
は
、
医

師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
出

血
を
伴
う
下
痢
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
直
ち

に
医
師
の
診
察
を
受
け
、
そ
の
指
示
に
従
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
学
校
へ
も
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

0
1
5
7
は
飛
沫

感
染
（
い
わ
ゆ
る
空
気
感
染
）
は
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
治
療
の
完
了
を
医
師
が
確
認
し
た
方

か
ら
も
感
染
し
ま
せ
ん
。

家
庭
へ
の
お
願
い

｀） 

▲楽しい結食の時間（お茶の水小）
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和
泉
小
学
校

毎
月
一
回
、
そ
の
月
に
お
誕
生
日
を
迎
え
る

子
供
た
ち
と
教
職
員
が
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
集
ま

っ
て
「
お
誕
生
日
給
食
会
」
を
し
ま
す
。

B
G
M
を
流
し
、
テ
ー
プ
ル
に
は
花
を
飾
り

ま
す
。
お
楽
し
み
デ
ザ
ー
ト
も
つ
き
ま
す
。

子
供
た
ち
が
学
年
を
超
え
て
一
緒
の
テ
ー
プ

ル
を
囲
み
、
自
己
紹
介
を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
食
事
を
し
ま
す
。

「
み
ん
な
仲
良
く
、
楽
し
い
給
食
」
そ
れ
が

和
泉
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

一
橋
中
学
校

本
校
で
は
、
週
交
代
で
、
同
学
年
の
生
徒
・

教
員
が
全
員
そ
ろ
っ
て
の
食
堂
給
食
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
を
超
え
て
友
達
や
先
生
方

と
の
楽
し
い
食
事
の
時
間
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
季
節
の
味
覚
を
味
わ
う
献
立
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

行
事
食
、
季
節
食
を
始
め
、
国
際
色
豊
か
な

メ
ニ
ュ
ー
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

給
食
時
間
に
は
、
毎
日
の
献
立
に
つ
い
て
の

一
ロ
メ
モ
を
放
送
し
、
食
品
・
栄
養
・
衛
生
等

に
関
す
る
知
識
が
自
然
に
身
に
つ
く
よ
う
配
慮

し
て
い
ま
す
。

練
成
中
学
校

「
食
事
は
楽
し
く
大
切
な
こ
と
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
健
康
づ
く
り
の
中
で
の
食
事
の
大
切
さ

を
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
斉
給
食
な
の
で
一
日
に

一
回
は
全

校
生
徒
・
職
員
が
顔
を
合
わ
せ
ま
す
。

給
食
当
番
や
委
員
会
活
動
も
活
発
で
す
。

り
よ
い
献
立
に
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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è  

そ.,. 
-

i
]

1

 

ぷ

¥・ー・▲ヽ ウエス|s ス ふ ん
、

べさ

＇
’
]

）、
ふ

し

d

`
4.
 

↑
芯

人
:
i
:

'

みの走
人ヽ

ィ

• 9
生校ぢ、学立市l』夕

Cやダ況し如4←Yよ←文心←兄しゲ氾じmてょァヘ4アて4アが氾U-a~‘ュ～‘ぶ←ょ←文心←ぶ←→ユ―‘ぶ~ュ~‘ュFayへ父：一ay-」-a-a~x心一心7a7srぶ～又心＾‘3均

［ 千代田区滞在中の生徒の横顔 ］ 
もてーバ＼ぷヤんぷ℃一ょr心り丁人～入ふヤ人了ーぶヽぷ℃一入ヤ人一、ー寸込ぷね一寸'J了←ぷ九一笠しズr～ぷヤ人了‘J全一月っ～ぷや～ぷ松一寸’ 9灰ーぎ入ぷヤ心ヤーが入ふヤ心ぷ℃J

▲一橋中の結食を体験

▲残雪の白根山火口湖を背景に

t '97‘ 

▲歓迎レセプションでパートナーとの再会

▲軽井沢の宿舎で小学生との交流

▲今川中の生徒たちとバスケットポール

昨年に引き続き、イギリスのウエストミンスター市立学校の生徒10名が、この5月に来日しました。 8乍年の秋

には千代田区立中学校の生徒がウエストミンスター市に派遣され国際理解を深めてきましたが、懐かしいパート

ナーとの再会に生徒たちの声も弾んでいました。滞在期間中はホームステイをしながら日本の家庭生活や、学校

生活を体験しました。また、新緑の軽井沢では日本の大自然を肌で感じたり、デイズニーランドでは楽しい一日

を過ごすこともできました。彼らにとっては、見るものすべてが新鮮な驚きであったことと思います。このよう

な両国の生徒たちの得難い体験が、国際理解や国際親善の輪として、将来大きく広がっていくものと1言じます。

まだ、ホームステイで優しい心遣いをしてくださったホストファミリーの方閃のことは、懐かしし99思い出とし

て生徒たちの心の中にいつまでも生き続けていくことでしょう。

Holly Benson 
（ホリーベンソン）

Ben Asmah 
（ベンアスマ）

し
（女子は「ザ・グレイコート・ホスピタル」の生徒）

Jyoti Jani 
（ジョティ ジャニ）

（男子は「ウエストミンスター・シティスクール」の生徒）

ヽ
9~1 澤

lmran Malik 
（イムラン マリック）

Nana Berchie 
（ナナバーキー）

David Kapadia 
（ディピッド カパディア）

Denise Farrell 
（デニーズファレル）

Chike Nnadi 
（チケナンディ）

Anna Burford 
（アンナ バーフォード）

Alan Lee 
（アラン リー）

▲真剣に取り組んだ九段中での授業
滞 在 中 の 交 流 日 程

ウエストミンスター市生徒の感想
◎学校でも親切に迎えてもらい、多くの生徒と

話をすることができたので、うれしかった。

◎日本の生徒たちは、規則をよく守っていた。

日本の学校に行くのは楽しみであったが、言

葉が分からす、授業の内容を理解するのはな

かなか難しかった。

◎ホームステイでは、 言葉や食べ物、生活様式

なとが異なり戸惑いもあったが、日本の薯ら

し方が分かって有意義な体験であった。

◎ホストファミリーとは、言葉は十分通じなか

ったが、自分の子供のように接してくれてと

てもうれしかった。もう一度必す会いたい。

◎火山や温泉など、英国では経験できない場所

を見学することができ勉強になった。

5月11日（日）
・ウエストミンスター市立学校生徒
・ホストファミリーとの対面
5月12日（月）
•各中学校で生活をする
5月13日（火）
•各中学校で生活をする
．歓迎レセプション
5月14日（水）
・軽井沢へ
（塩沢湖

5月15日（木）
（浅間火山博物館

宿舎メレーズ軽井沢着）

白根山

成田到着
5月16日（金）
（野鳥の森

5月17日（土）
•各中学校で生活をする
5月18日（日）
•各家庭でホストファミリーと過ごす
5月19日（月）
・デイズニーランドの見学
5月20日（火）
•各中学校で生活をする
5月21日（水）
・成田発 帰国の途へ

白糸の滝 区役所帰着）

草津温泉）

5
 

4
 



ウエストミンスター市からの派遣教員制度が始まって2年目を迎えました。昨年度活躍されたキャサリン・レイ

ン先生が1年間の任期を終えて帰国され、 5月 1日付けで後任のグレアム・フレッチャー先生が着任されました。フ

レッチャー先生は、前任のレイン先生と英国の同じ学校の同慄でもあります。これから1年間、区立中学校（主と

して九段中と練成中）の英語指導と国際理解教育を担当することになっています。また、先生はフランス語にも堪

能で、語学指導に熟達しています。中学生たちに生きた英語を指導していただけることと思います。

こ ロ 日 本 の 印 象

,
'
 

f

-pi 

ロ

可

／

f

＿l

5

メ

ペ

L
汁

Graham Fletcher 
グレアム・フレッチャー先生

ます、日本人については「フレンドリー」 「ヘルプフル」、この二つの

言葉に尽きると思います。日本人はとても親切で、いつ、とこでも私を助

けてくれます。日本の中学生については、大変勉強熱心ですが、はすかし

がり屋なのか質問しても返事が返ってこないことが多く戸惑っています。

学校の印象としては、先生と生徒がとても温かい良い関係であるように思

えます。そして日本の英語の先生方は、従来の文法一辺倒の学習ではなく、

先生と生徒、あるいは生徒同士のコミコニケーション能力を高めるような

指導も工夫しているように思えます。

現在住んでいる四番町の住宅は、ロンドンの私のアパートと同じくらい

の広さで、デザインも良く、なんでもそろっていて住みやすくとても快適

です。日本にいる間に、いろいろな所へ行って日本の多くの人たちと話が

したいと思っています。

今

、

世

界

の

国

閃

や

人

閃

と

手

を

つ

な

ぎ

合

お

う

と

様

閃

な

努

力

が

な

さ

れ

て

い

ま

す

。

日

本

と

世

界

の

「

か

け

は

し

」

を

築

こ

う

と

し

て

い

る

の

で

す

。

で

は

、

だ

れ

が

こ

の

「

か

け

は

し

」

を

築

く

の

で

し

ょ

う

か

。

そ

れ

は

、

私

た

こ
な

ち

自

身

で

あ

り

、

次

の

時

代

を

担

う

子

供

た

ち

な
の
で
す
。

富

士

見

小

学

校

は

、

こ

の

「

か

け

は

し

」

を

築

こ

う

と

、

ま

た

、

子

供

た

ち

に

「

か

け

は

し

」

の

築

き

手

に

な

っ

て

ほ

し

い

と

願

い

、

様

閃

な

活

動

や

試

み

を

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

そ

の

二

つ

を

紹

介

し

ま

す

。

＊

外

国

人

学

校

と

の

交

流

活

動

学

校

か

ら

歩

い

て

五

分

ほ

ど

の

と

こ

ろ

に

『

リ

セ

・

フ

ラ

ン

コ

・

ジ

ャ

ポ

ネ

』

と

い

う

フ

ラ

ン

ス

人

学

校

が

あ

り

ま

す

。

毎

年

、

そ

の

学

校

と

本

校

の

二

年

生

が

交

流

の

中

心

と

な

っ

て

、

秋

か

ら

冬

に

か

け

て

、

お

互

い

に

行

っ

た

り

来

た

り

し

て

様

閃

な

交

流

活

動

を

行

っ

て

い

ま

す

。

昨

年

は

、

「

手

作

り

お

も

ち

ゃ

大

会

」

に

招

待

し

た

り

、

「

ク

レ

ー

プ

・

パ

ー

テ

ィ

ー

」

に

仮

・;;・
,9; 、L , 9 9- l -

▲リセ・フランコ・ジャポネの児童と交流

`
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茫
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心
国

際

理

こ
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学
校

r
l

ト

や
L

L

L

9

卜

や
L¢
レ
L
4
L
4
房
卜
L

良
ト
ト
ら
L
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L

tL
戻

今

日

の

世

界

は

国

賑

的

な

相

互

依

存

関

係

が

深

ま

り

、

わ

が

国

の

国

際

化

も

ま

す

ま

す

進

ん

で

い

ま

す

。

国

際

化

と

い

う

と

、

人

と

人

と

の

相

互

理

解

、

相

互

交

流

が

基

本

で

あ

り

、

そ

の

意

味

で

学

校

に

お

け

る

国

際

理

解

教

育

は

極

め

て

大

切

な

も

の

と

い

え

ま

す

。

そ

こ

で

今

回

は

、

千

代

田

区

の

小

学

校

に

お

け

る

国

隙

理

解

教

育

の

現

状

を

、

文

部

省

の

帰

国

子

女

教

育

受

入

推

進

地

域

セ

ン

タ

ー

校

で

あ

る

富

士

見

小

学

校

を

例

に

紹

介

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

装

し

て

参

加

し

た

り

し

ま

し

た

。

リ

セ

・

フ

ラ

ン

コ

・

ジ

ャ

ポ

ネ

と

の

交

流

は

、

今

年

度

で

四

年

目

を

迎

え

、

ま

す

ま

す

盛

ん

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

今

年

の

五

月

十

二

日

に

は

、

請

天

の

ノi

杖行

・ラ・カル

（一学期）
＇ .. 

▲軽井沢「野鳥の森」でバードウォッチング(-橋中） ▲箱根神社の古木の前で（千代田小）

も
と下

、

四

年

生

が

『

フ

ラ

ン

ス

人

学

校

ア

ジ

ア

地

区

合

同

ス

ポ

ー

ツ

大

会

』

で

、

富

士

見

わ

ん

ぱ

く

太

鼓

を

披

露

し

ま

し

だ

。

四

年

生

全

員

に

よ

る

威

勢

の

よ

い

バ

チ

さ

ば

き

は

、

フ

ラ

ン

ス

の

子

供

た

ち

を

始

め

、

フ

ラ

ン

ス

大

使

・

観

客

か

か
っ
さ
い

ら

拍

手

喝

采

を

浴

び

ま

し

た

。

ま

た

、

フ

ラ

ン

ス

人

学

校

の

子

供

た

ち

と

混

合

リ

レ

ー

に

出

場

し

ま

し

た

。

文

化

と

ス

ポ

ー

ツ

に

よ

る

交

流

は

お

互

い

の

子

供

た

ち

に

と

っ

て

世

界

を

広

げ

る

よ

い

機

会

と

な

り

ま

し

だ

。

『

東

京

中

華

学

校

』

と

の

親

交

も

深

め

て

い

ま

す

。

昨

年

の

「

国

際

ふ

れ

あ

い

音

楽

会

」

で

は

、

東

京

中

華

学

校

の

五

、

六

年

生

に

よ

る

鼓
も
と

笛

の

演

奏

に

加

え

、

音

楽

の

先

生

の

指

導

の

下

、

た
い
こ
せ
ん

会

場

の

人

閃

全

員

で

中

国

民

謡

「

太

湖

船

」

を

中

国

語

と

日

本

語

で

大

合

唱

し

ま

し

た

。

雄

大

ほ
う
ふ
つ

な

中

国

の

自

然

を

防

彿

さ

せ

る

歌

詞

と

美

し

い

メ

ロ

デ

ィ

ー

が

講

堂

い

っ

ぱ

い

に

響

き

わ

た

り

、

子

供

た

ち

を

中

国

へ

と

い

ざ

な

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

「

音

楽

は

世

界

共

通

語

」

と

い

う

言

葉

を

お

互

い

に

確

か

め

合

い

ま

し

た

。

＊

外

国

人

講

師

に

よ

る

英

語

に

親

し

む

活

動

「

グ

ッ

ド

モ

ー

ニ

ン

グ

エ

プ

リ

ワ

ン

。

」

「

グ

ッ

ド

モ

ー

ニ

ン

グ

ミ

ス

タ

ー

・

ピ

ダ
ー
ソ
ン
。
」

毎

週

月

曜

巳

、

カ

ナ

ダ

人

の

ピ

ダ

ー

ソ

ン

先

生

が

来

校

し

、

英

語

の

学

習

を

指

導

し

て

く

れ

ま

す

。

ピ

ダ

ー

ソ

ン

先

生

と

の

学

習

は

、

今

年

度

で

五

年

目

に

な

り

ま

す

。

ピ

ダ

ー

ソ

ン

先

生

は

、

す

っ

か

り

子

供

た

ち

の

人

気

者

で

す

．

。

ピ

ダ

ー

ソ

ン

先

生

も

子

供

た

ち

の

様

子

を

よ

く

理

解

し

て

く

れ

て

い

ま

す

。

今

年

度

、

一

年

生

は

、

『

ダ

ッ

グ

、

ダ

ッ

グ

、

グ

ー

ス

』

（

「

ハ

ン

カ

チ

落

と

し

」

に

似

て

い

る

。

）

の

ゲ

ー

ム

で

遊

▲ビダーソン先生による楽しい授業

ん

だ

り

、

三

年

生

は

、

『

ド

ミ

ノ

・

ゲ

ー

ム

』

（

絵

合

わ

せ

カ

ー

ド

遊

び

）

を

楽

し

ん

だ

り

し

ま

し

た

。

六

年

生

に

な

る

と

、

「

私

は

、

六

時

に

起

き

ま

す

。

」

等

の

簡

単

な

文

を

書

い

た

り

し

て

い

ま

す

。

今

年

度

は

、

ま

す

ま

す

充

実

し

た

英

語

の

学

習

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

こ

こ

で

は

、

二

つ

の

活

動

を

紹

介

し

ま

し

た

が

、

国

際

理

解

と

は

、

子

供

た

ち

が

世

界

に

目

を

開

き

、

世

界

の

人

閃

を

知

り

、

話

し

合

っ

た

り

、

助

け

合

っ

た

り

す

る

気

持

ち

を

持

つ

こ

と

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

私

た

ち

は

、

そ

ん

な

願

い

を

抱

き

な

が

ら

、

世

界

と

日

本

の

「

か

け

は

し

」

と

し

て

外

国

か

ら

の

お

客

様

を

迎

え

た

り

、

外

国

人

学

校

と

の

交

流

や

英

語

の

学

習

を

進

め

た

り

し

て

い

ま

す

。

将

来

、

子

供

た

ち

が

頑

強

な

「

か

け

は

し

」

を

築

い

て

く

れ

る

こ

と

を
信
じ
て
い
ま
す
。
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過
日
、
水
戸
で
行
わ
れ
た
研
修
会
に

参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
日
は
、

か
い
ら
く
え
ん

偕
楽
園
の
梅
落
と
し
が
あ
り
即
売
会
が

行
わ
れ
て
い
た
。

水
戸
の
「
偕
楽
園
」
は
、
天
保
十
二

年
(
-
八
四
一
年
）
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
、
九

な
り
あ
き

代
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
斉

か
な

昭
公
は
、
詩
歌
を
唱
い
、
管
弦
の
楽
器
を
奏
で
、

筆
画
の
筆
を
ふ
る
い
、
庭
石
に
座
っ
て
茶
を
た
て
、

さ
か
だ
る

花
を
眺
め
な
が
ら
酒
樽
を
傾
け
る
も
よ
し
と
し
て

「
梅
樹
数
千
株
を
芸
え
」
て
「
偕
楽
園
」
を
造
っ

た
。
造
成
に
先
立
っ
て
偕
楽
園
の
趣
意
を
示
す
偕

い
ち
ぐ
う

楽
園
記
が
つ
く
ら
れ
、
現
在
園
庭
西
の

一
隅
に
こ

ひ

れ
を
刻
ん
だ
碑
が
建
っ
て
い
る
。

本
文
は

二
つ
の
段
落
に
分
か
れ
、
前
段
で
は
、

い
ん
よ
う

天
地
自
然
間
に
厳
存
す
る
陰
陽
相
反
す
る
も
の
の

調
和
に
よ
っ
て
万
物
は
健
全
育
成
す
る
と
い
う
原

理
に
基
づ
い
て
、
人
間
の
心
身
の
保
全
も
こ
の
道

に
従
う
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

後
段
で
は
、
前
段
の
理
論
を
実
践
す
る
場
と
し

て
、
こ
の
園
を
造
成
し
た
経
緯
を
述
べ
、
学
び
（
励

み
）
か
つ
遊
ぶ
と
い
う
こ
の
屈
伸
の
調
和
を
常
に

心
が
け
る
者
こ
そ
、
わ
れ
と
偕
に
楽
し
む
資
格
あ

り
と
い
う
意
を
こ
め
て
、
こ
れ
を
「
偕
楽
園
」
の

――
一
字
に
集
約
す
る
と
あ
る
。

『天
に
日
月
有
り
、
地
に
山
川
有
り
。
万
物
を

の

こ

き

ん

じ

ゅ

う

せ

い

め

い

曲
成
し
て
遺
さ
ず
。
禽
獣
草
木
各
々
そ
の
性
命
を

保
つ
も
の
は
、

一
陰

一
陽
そ
の
道
を
成
し
、

一
寒

よ
ろ

一
暑
そ
の
宜
し
き
を
得
る
を
以
て
な
り
。
こ
れ
を

い

っ

ち

ょ

う

い

っ

し

，

ょ

弓
馬
に
普
う
。
弓
に

一
張

一
弛
有
り
て
恒
に
勁
く
。

馬
に
一
馳
一
息
有
り
て
恒
に
健
し
。
弓
に
一
弛
な

’ 

r,
 

寒
と
暑
と
い
う
相
反
す
る
も
の
が
自
然
の
道
理
に

か
な
い
調
和
を
保
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

げ
ん

を
弓
や
馬
に
た
と
え
る
と
、
弓
に
は
弦
を
張
る
時

ゆ
る

と
、
は
ず
し
て
弛
め
る
時
が
あ
っ
て
常
に
強
く
、

馬
も

一
走
り
す
る
時
と

一
休
み
す
る
時
が
あ
っ
て

常
に
丈
夫
な
の
で
あ
る
。
弓
の
弦
を
張
り
つ
め
た

ま
ま
に
し
て
お
く
と
弦
は
た
る
ん
で
使
い
も
の
に

な
ら
な
く
な
り
、
馬
も
休
ま
な
け
れ
ば
必
ず
弱
っ

す

な

わ

た

わ

け
れ
ば
則
ち
必
ず
撓
み
、
馬
に
一
息
な
け
れ
ば
則

た

お

せ

い

ち
必
ず
橙
る
。
こ
れ
自
然
の
勢
な
り
。』

こ
れ
は
、
偕
楽
園
記
の
前
段
に
書
か
れ
た

一
部

で
あ
る
。

（
天
上
に
日
と
月
が
あ
り
、
地
上
に
は

山
と
川
が
あ
る
。
自
然
は
万
物
を
こ
の
よ
う
に
一

っ
―
つ
細
か
く
完
全
に
造
り
成
し
て
い
る
。
鳥
獣

や
草
木
が
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
な
が
ら
の
天
性
と
生

命
を
保
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
陰
と
陽
、

か
わ
ま
た
さ
だ
お

区
立
中
学
校
長
会
長

ー）

L 
ー
ロ
訳

・
望
月
安
雄
ー

昨
年
の
七
月
、
第
十
五
期
中
央
教
育
審
議
会
第

一
次
答
申
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
教
育
で
は

子
供
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

子
供
た
ち
に
も
、
学
校
に
も
、
家
庭
や
地
域
社
会

を
含
め
た
社
会
全
体
に
も
「
ゆ
と
り
」
が
重
要
で

あ
る
。

「
ゆ
と
り
」
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
供
た
ち
は
、
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
で
考
え
、

ま
た
、
家
庭
や
地
域
社
会
で
様
々
な
生
活
体
験
や

社
会
体
験
を
豊
富
に
積
み
重
ね
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
そ
の
た
め
に
、
子
供
た
ち
に
家
庭
や
地
域

社
会
で
過
ご
す
時
間
、
す
な
わ
ち
、
子
供
た
ち
が

自
発
的
に
使
え
る
時
間
を
で
き
る
だ
け
多
く
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

.
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今
か
ら
約

一
五
0
年
前
、
「
唯
意
の
適
す
る
所

し

ち

ょ

う

す

な

わ

よ

ろ

に
従
っ
て
弛
張
せ
ば
、
乃
ち
そ
の
宜
し
き
を
得
ん
」

こ
と
を
願
っ
て
「
ゆ
と
り
」
の
場
所
を
藩
内
の
人
々

に
提
供
し
た
。
こ
れ
は
、
中
教
審
に
示
さ
れ
て
い

る
こ
れ
か
ら
の
教
育
指
針
に
合
う
考
え
方
で
あ
り
、

改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

今
の
子
供
た
ち
に
も
、
社
会
全
体
で
「
弛
む
」

時
間
と
場
所
を
提
供
し
、
心
の
「
ゆ
と
り
」
や
考

え
る
「
ゆ
と
り
」
を
確
保
し
て
、
「
生
き
る
力
」

を
育
ん
で
い
き
た
い
。

て
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
れ
は
自
然
界
の
成
り
ゆ
き

で
あ
る
。
）

昨
年

一
年
間
に
海
外
に
出
か
け
た
日
本
人
は
、

一
七
0
0
万
人
に
達
し
た
そ
う
で
す
。
円
高
な

ど
海
外
旅
行
を
し
や
す
い
条
件
が
そ
の
大
き
な

要
因
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
大
変

な
人
数
で
す
。
ま
た
、
来
日
す
る
外
国
人
の
人

数
も
年
々
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
号
で
は
「
国
際
理
解
教
育
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
人
が
国
際
的
に
交
流
し
合

う
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
国
民
を
理
解
す
る

上
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
ま
も
な
く
始
ま
る
夏
休
み
に
は
、
「
メ

レ
ー
ズ
軽
井
沢
」
「
軽
井
沢
少
年
自
然
の
家
」

「
保
田
臨
海
学
園
」
「
嬬
恋
自
然
休
養
村
」
な

ど
区
の
諸
施
設
を
大
い
に
利
用
し
、
大
自
然
の

中
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
さ
れ
る
の
も
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
長
い
夏
休
み
を
子
供
た
ち
が
健

康
で
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

家
族
全
体
で
楽
し
く
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
「
千
代
田
区
の
指
定
文
化
財
」
は
、

紙
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」

第

三

十

号

平
成

9
年

7
月
15
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
国
会

＿烹

102
千
代
田
区
九
段
南

1
_
6
_11

6
(
3
2
6
4
)
0
1
5
1
内

3
1
1
4

8
 


